
 

学校区についてのアンケート 

 

 蒲郡市では、市の公共施設である小学校、中学校、保育園、児童館及び公民館

を、将来建替える際の配置等を定める「地区個別計画」の策定に向けた取り組み

を中学校区ごとに進めています。 

 この計画の策定にあたり、住民の皆様のご意見を反映させるため、平成 30年

７月から、蒲郡南地区（蒲郡中学校区）及び三谷地区（三谷中学校区）において

「まちづくりと公共施設の将来を考えるワークショップ」を開催し、各地区の皆

様にお集まりいただき、活発にご議論いただいています。 

 昭和 49年の竹島小学校の新設に伴い、市教育委員会は、三谷町西区の一部に

住む児童生徒が、竹島小学校・蒲郡中学校に通学するように学校区を変更しまし

た。 そのため、三谷町西区には、三谷小学校・三谷中学校に通う子どもと竹島

小学校・蒲郡中学校に通う子どもの両方がいます。 

 このことについて、三谷地区のワークショップでは、地元の児童生徒が減少し

ている現状等を踏まえ、三谷町西区の児童生徒は三谷小学校・三谷中学校に通う

ように学校区を変更すべきだとするご意見があり、ワークショップ参加者の多

くは、対象地域の住民の皆様がどのような思いを持っているかを確認した上で、

学校をはじめとする公共施設の配置等の検討を進めたいというご意向をお持ち

でした。 
 
 そこで、今後の検討の参考にするために、三谷町西区の内、竹島小学校区・蒲

郡中学校区に該当する地域の中学３年生以下のお子様をお持ちの保護者を対象

として、アンケートを実施したいと思います。 お手数をお掛けしますがご協力

をお願いいたします。 
 
 なお、このアンケートの結果は、今後のワークショップの検討の参考情報とし

て活用するものであり、学校区の変更に向けた手続きに使われることはありま

せん。また、アンケートの回答は無記名とし、回答した個人が特定されることは

ありません。 
 
 次ページ以降に、市の公共施設の適正配置に向けた取り組みの経緯等をまと

めていますので、ご一読いただいた上で、同封の「回答用紙」に回答を記入し、

提出して下さい。 提出期限及び提出先は、下のとおりです。 

 

提出期限  平成 31年１月 11日（金） 
 
提 出 先  学級担任教師に提出して下さい。 

 
提出方法  「回答用紙」を提出用封筒に入れて封をして提出して下さい。 

 

（アンケートに関するお問い合わせ先） 

蒲郡市 教育委員会 学校教育課（担当：岡田、遠山） 

電話 66-1165（直通）（平日８：30～17：15）  

見本 
 



 

 

 

 

 

公共施設マネジメントとは 
 
○ 公共施設マネジメントとは、地方公共団体などが所管する公共施設を自治体

経営の視点から、総合的、統括的に管理・運営・活用する仕組みです。 
 

蒲郡市は、公共施設マネジメントの取り組みを推進しています。 

○ 高度経済成長期の人口増加に伴い建設されてきた多くの公共施設は、今後一

斉に建替えや改修の時期を迎えることから、現在ある施設をそのまま維持し

ていくと、将来世代に大きな負担を残すことになってしまいます。 

○ 今後の本格的な人口減少、少子高齢化時代の到来を見据え、施設規模の適正

化や運営の効率化を図るとともに、社会の変化や新しいニーズに対応するた

めに蒲郡市は、公共施設マネジメントの取り組みを進めています。 
 

取り組みの背景 

 市が公共施設マネジメントを推進する背景には、以下の課題があります。 
 

 １ 公共施設の老朽化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 人口減少と少子高齢化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒲郡市が進める公共施設マネジメントの取り組み 
 

公共施設の築年別整備状況 

蒲郡市の人口推移（目標人口） 

○ 蒲郡市の公共施設は、昭和 50年代まで

に建てられた建物（築 34年以上経過）

が全体の 61.5％を占めます。 

○ これらの建物の老朽化が進み、近い将

来に一斉に建替えの時期を迎えるた

め、計画的に整備を進めていく必要が

あります。 

○ 人口減少と少子高齢化が進み、社

会状況や生活環境が大きく変化す

ることから、将来の住民の皆様の

ニーズにあった公共施設づくりが

必要です。 

○ また、税収の減少や福祉等にかか

る費用の増加が予想され、施設の

維持更新にかける予算の確保が課

題となります。 

アンケートにお答えいただくための参考情報としてこれまでの市の
取り組み等をまとめています。 



 

 

 

地区個別計画の策定を進めています。 

○ 蒲郡市は、公共施設マネジメントの一環として、中学校区ごとに地区利用型

施設（小中学校、保育園、児童館及び公民館）の将来の配置や使い方を定め

る地区個別計画の策定に向けた取り組みを進めています。 

○ 日常的な利用者となる各地区の住民の皆様のご意見を取り入れながら計画

づくりを進めています。 

○ 平成 30年７月からは、蒲郡南地区（蒲郡中学校区）及び三谷地区（三谷中学

校区）で「まちづくりと公共施設を考えるワークショップ」を開催し、地区

の皆様に将来の公共施設のあり方を議論していただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校区の変更を希望する立場からのご意見 

○ 西区では一部竹島小学校に通っている子ども達がいるので、地区住民としての意識が

低下し、地区の一体感に欠けてきているように思う。行政区（総代区や常会の区域）と

学校区が異なるのは、所属するコミュニティがちぐはぐになるということでもあり、子

どものためにも良くない。学校区の変更や学校選択制の導入を検討できるとよい。 

○ 三谷地区の一部の子どもたちが竹島小学校や蒲郡中学校に通っていることや上区の子

どもたちが三谷小学校と三谷東小学校に分かれて通っていることが地区の一体感の欠

如につながり、行事への参加にも支障をきたしている。行政区と学校区が異なるという

問題を解決するために、学校区を再編する必要がある。 

○ 小学校の学校区再編が難しいのであれば、より地域とのつながりを意識する中学校の

段階で三谷地区の子どもは全て三谷中学校に通うようにすればよい。中学生になれば

体力もつき、自転車通学もできるので遠方への通学も可能になるだろう。 

○ そもそも最初に学校区を変えた際には、保護者の反対を押し切ってやったのだから、今

回も保護者の意向に関わらず市の英断で学校区を変更すればよいではないか。 

○ 現況で竹島小に通っている子は卒業までそのまま通い、新たに入学する子から段階的

に移っていけば、影響が少ない学校区の変更ができると思う。 

三谷地区ワークショップでの学校区に関するご意見 

 



 

隣接する学校区を含めて将来の施設の配置を検討すべきとするご意見 

○ 行政区と学校区が異なることが地域にとっての課題になっている。三谷中学校区だけ

でなく、地域の子ども達の一部が通学している竹島小学校と蒲郡中学校、ひいては近接

している東部小学校も含めて、施設の再編を考える必要があると思う。 
 

公共施設についての検討の前に学校区について整理すべきとするご意見 

○ 公共施設の再編を考える上で竹島小学校の学校区問題は重要だ。これを考慮しないと

小学校の統廃合を含めた再編の方向性が見えてこない。 

○ 学校区変更の有無や小学校統合の必要性についての議論をした上でないと、再編案の

検討に入れないのではないか。 
 

意向調査についてのご意見 

○ 学校区の変更については、変更される当事者の意向が尊重されるとの事なので、意向調

査を実施すべきである。実施することにより、児童の減少やそれに伴う小学校の統合な

どの課題への気づきを喚起することにもつながる。 

○ 保護者には学校区境界への問題意識はあまりないだろう。現状のままでよいという人

が多いのは明らかだと思うので、意向調査はしなくてもよいのではないか。 

○ 学校区の変更に関する意向調査は、保護者に対してだけでなく子ども達や三谷地区住

民に対しても実施してほしい。子どもは親とは違う見方を持っているかもしれないし、

地区住民全般の考えも保護者とは異なると思う。 

○ 現況の市の課題や学校区の変更が必要だと考えれらている理由、ワークショップでの

検討の内容などを、しっかり説明した上で意向調査を行う必要がある。 
 

その他の学校区に関するご意見 

○ 三谷地区の人口が今後増えることはないと考えると、学校区を変更して児童が戻った

としても長期的には抱えている問題を解決できないだろう。小学校（三谷小学校と三谷

東小学校）の統合も含めて議論せざるをえない時期に来ていると思う。 

○ 地区外の小、中学校に通っている子どもたちを地区内の学校に通わせられれば、児童生

徒数が増えて良いというのは三谷側から見た意見であり、竹島小学校区側から見れば

異なる意見もあると思う。また、三谷でも新住民は行政区と学校区の違いをあまり気に

していないようだし、保護者などの関係者がいない中、この場で話し合って結論を出す

べき問題なのか疑問だ。 

○ 地区住民としては竹島小に通う三谷地区の子ども達が三谷小に戻ってきてほしいとい

う気持ちがあるが、当事者である保護者の意向は異なることが予想されるので難しい

問題だ。それでも、保護者に対して三谷の歴史や住民の想いなどを伝えてコミュニケー

ションを取り、保護者の気持ちを変えられれば、将来的には学校区の変更が実現できる

かもしれない。 

○ 学校区問題で三谷祭に参加しづらいという話があるが、毎日練習することが条件とい

うハードルは確かにあるものの、竹島小にいる三谷地区の子どもも受け入れている。 

 

（ワークショップでのご意見等に関するお問い合わせ先） 

蒲郡市役所 財務課 公共施設マネジメント担当  電話 66-1158（直通） 



 

回答用紙 
 

質問１ あなたのお子様には、どちらの学校に通わせたいと思いますか。（思い

ましたか。） 次の１～３の中から１つ選んで○を付けて下さい。 
 
    １ 竹島小学校・蒲郡中学校 
 
    ２ 三谷小学校・三谷中学校 
 
    ３ その他（                       ） 
 

質問２ 質問１で回答いただいた内容についての理由をお聞かせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

質問３ （質問１で「１」と答えた方のみにお尋ねします。） 

小学校は竹島小学校に通わせた場合に、中学進学時から三谷中学校に通

わせたいと思いますか。（思いましたか。） 次の１～３の中から１つ選ん

で○を付けて下さい。 
 
    １ そう思う。 
 
    ２ そう思わない。 
 
    ３ その他（                       ） 
 

質問４ 質問３で回答いただいた内容についての理由をお聞かせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

質問５ 学校区について、他にご意見があればお聞かせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

（記入欄） 

（記入欄） 

（記入欄） 

見本 
 


